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未知の語の学習について
―プライミング・パラダイムを用いた検討―
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On Learning of Unknown Words: An Investigation Using Priming Paradigm

Naoki Oka, Kenshi Kiriki, Ryo Nakamura and Yoko Sato

Abstract: An experiment was conducted to investigate the process in which new 
information was being set into prior knowledge through learning of unknown words.　In 
each experimental session, participants were presented twelve unknown words of 
Uchinaaguchi (Okinawan dialect of Japanese language) and learned their meanings through 
one of three learning methods (i.e. learning by reading three example sentences, learning 
in their own way, and learning by generating a related sentence).　After each learning 
session, priming tasks (lexical decisions with Uchinaaguchi words as primes and common 
words as targets) were performed. Priming effects were found only in matched word 
condition (with corresponded words as targets) when participants were informed that fi nal 
recognition tests would be given immediately after priming tasks.　On the other hand, 
priming eff ects were found in both matched word and semantically related word conditions 
when participants were informed that fi nal recognition tests would be given after a week. 
These results indicated that anticipation of delayed tests could enhance the activities to 
make broader activation toward the related word concepts.
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　知識がどのように形成されるものなのか，あるいは，
新しい知識がどのように獲得されるかといった問題
は，知識研究の重要な課題の１つである。しかしなが
ら，Collins & Quillian （1969）以来，知識研究は，そ
の記憶構造や検索メカニズムに関心が向けられてき
た。知識の獲得は教育の本質に関わる重要なテーマで
あるにも関わらず，十分に研究されてきたとは言い難
いのが現状である。
　知識獲得に関する従来の研究の多くは，学習におい

て既有知識が果たす役割の重要性を明らかにしたもの
である。たとえば，Chiesi, Spilich, & Voss （1979）は，
野球の知識を取り上げ，野球の試合の状況を記述した
文章を提示し，その再認成績や再生成績が野球の知識
の豊富な実験参加者の方が野球の知識の乏しい実験参
加者よりも優れていることを明らかにしている。また，
Kuhara-Kojima & Hatano （1991）も同様に，野球の知
識の豊富な実験参加者の野球に関する学習成績が優れ
ていることを見出している。これらの研究で実験参加
者に求められている課題は，野球の試合の状況につい
ての文章の記憶であったり，プロ野球の有名選手の名
前と，具体的なプレーを組み合わせた文の記憶であ
る。このような情報は，いずれも野球についてのエピ
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ソードに関するものであり，野球の知識として既有知
識に組み込まれていくような性格はもたないのではな
かろうか。知識獲得のメカニズムを解明するには，提
示された情報から新たに何かを学習し，既有知識に組
み込まれるような学習材料を用いる必要があろう。ま
た，新たに学習される情報が既有知識の体系にいかに
組み込まれていくか，そのメカニズムに焦点を当てる
必要があろう。
　既有知識への組み込み過程にアプローチした数少な
い研究の一つとして，Potts, St.John, & Kirson （1989）
を挙げることができる。彼らは，学習時の条件によっ
て新たな情報が知識として記憶される際に，２つの
ケースがあると考えた。１つは，新情報が既有知識に
「取り込まれ」，新しい知識と既有知識が一体化した知
識表象が形成されるケースである。もう１つは，例え
ば，その授業で習ったことだけを検索するよう求める
試験をする大学の授業のように（p.306），新しい知識
が既有知識とは「隔絶され」別の知識体系をなしてい
る場合である。彼らは，「学習材料は事実である」と
教示された被験者は新情報を既有知識と結びつけ，そ
の体系の中に取り込んで記憶するであろう，しかし「架
空である」と教示された実験参加者は，学習した内容
を既有知識とは直接結びつけず隔絶した形で記憶する
であろう，と仮定した。そして，取り込みの程度を測
定する方法として，文脈効果を用いた。なぜなら，取
り込まれた情報はそれを学習した文脈とは異なる文脈
でも検索され易いが，隔絶された情報は同文脈ならば
検索され易いが異文脈での検索は難しい，と考えたか
らである。実験の結果，架空群は覚えたときと同じ文
脈を手がかりとして与えられると，事実群より速く真
偽判断（記憶検索）ができた。しかし架空群は，学習
したときと文脈が異なると事実群より記憶検索に時間
がかかることが明らかとなった。このことから，彼ら
は，事実であると教示された群は架空であると教示さ
れた群よりも新情報を既有知識の中に取り込んでいる
程度が大きい，と結論づけている。
　この Potts et al. （1989）の知見から，知識の獲得に
関する研究を行うためには，実験参加者にとり未知の
ものであるが，実在のものを学習材料を用いる必要が
ある。そこで本研究では，学習材料として「沖縄の方
言」であるウチナーグチを用いることとした。
　この Potts et al. （1989）が用いている文脈効果を指
標とした研究方法は，中村（1999）も指摘しているよう
に，既有知識への取り込み過程における知識表象の構
造を敏感に反映するものではない。そのため，中村
（1999）は，取り込み過程を反映する指標としてプライ
ミング効果を用いることを提案している。プライミン

グ効果は一般的には，まず先行刺激を提示しなんらか
の処理を課し，そして続けて後続刺激を提示し，その
処理を課すと，後続刺激に対する処理が促進，あるい
は抑制される現象である。先行刺激はプライム，後続
刺激はターゲットと呼ばれる。例えば，Meyer, 
Schvaneveldt, & Ruddy （1975）は文字列を提示し，そ
れが有意味な単語であるか，あるいは無意味な単語で
あるかの判断を実験参加者に求めた（語彙判断課題：
lexical decision task）。そして，まずプライムとして“パ
ン”を提示し語彙判断を求め，次にターゲットとして
“バター”を提示して語彙判断を求めるというように，
プライムとターゲットが意味的に関連していれば，“パ
ン”，“医者” のように無関連なプライムとターゲット
に対して語彙判断を求める場合と比べて，ターゲット
に対する語彙判断の反応時間（RT）が短くなるプライ
ミング効果を報告している。プライミング効果は，知
識の構造や検索過程の特徴をよく反映していると考え
られている。そのため，Neely （1991）にも示されてい
るように，この実験パラダイムは知識研究においては
広く用いられている。
　プライミング効果を説明するモデルとしてCollins & 
Loftus （1975）は，活性化拡散モデルを提唱している。
Collins & Loftus （1975）は，知識をネットワーク構造
としてとらえ，記憶検索をノードからの活性化の拡散
として考えている。このような活性化拡散モデルによ
れば，プライミング効果は以下のように説明できる。
プライムの処理により，長期記憶におけるその概念が
活性化される。そして，その活性化は意味ネットワー
クに沿って意味的に関連する語へ広がる。つまり，プ
ライムと意味的に関連した語は，プライムの処理によ
りある程度活性化している。そのため，プライムと意
味的に関連した語が，ターゲットとして提示されると，
既に活性化していることによりその処理は促進され，
RTが短くなる，というのである。そこで本研究では，
プライミング効果を指標に，既有知識への取り込み過
程について検討する。既有知識では，意味的に関連し
ている多数の語（共通語）が互いにリンクによって結
び付けられている。新たに学習されたウチナーグチが
既有知識に組み込まれるということは，ウチナーグチ
と既有知識である共通語のリンクが形成されることに
なる。リンクが形成されれば，ウチナーグチをプライ
ムとして提示すると，それと意味的に関連するネット
ワーク内の既有知識に活性化が拡散すると考えられ
る。したがって，ウチナーグチのプライムと意味的に
関連する既有知識の語（共通語）がターゲットとして提
示されると，プライミング効果が生起すると考えられ
る。これに対して，ウチナーグチが十分学習されず既
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有知識とのリンクが形成されていなければ，ウチナー
グチのプライムが提示されても活性化は共通語の既有
知識へ拡散せず，プライミング効果は生起しないと考
えられる。
　知識の獲得に関して，教育との関わりからみると，
この知識の獲得をいかに促進するか，その学習方法の
検討も重要なテーマとなる。岡・桐木・伊波（2009）
は，ウチナーグチを学習材料に，プライミング効果を
指標として例文の提示方法について検討した。実験の
結果，学習の初期段階では，同じ例文で繰り返し学習
することが効果的であることを見出した。この岡・
桐木・伊波（2009）では，例文を与えた上でウチナー
グチの学習を求めている。しかし，様々な情報に接し
て学習を進める際，与えられたものをそのまま記憶し
ていくのではなく，自ら関係を見出す，関連づけるな
どの心的活動をとおして，知識に組み込んでいくと考
えられる。したがって，自ら関係を見出す，関連づけ
るといった観点からは，例文を自分で作成しながら学
習することの効果を確認しておく必要があろう。そこ
で本研究では，例文を自ら作成する条件，あるいは自
由に学習方法を選択できる条件を設定して，知識獲得
を促進する学習方法に関して検討することにする。
　さて，岡・桐木・伊波（2009）や，知識の量と学習
の問題について検討した Chiesi, Spilich, & Voss
（1979）, Kuhara-Kojima & Hatano （1991）, Recht & 
Leslie （1988）, Schneider, Korkel, & Weinert （1989）
などの研究においては，直後テストの結果のみの分析
しか行われていない。直後のテストには短期記憶が反
映される可能性が高いことを考慮すれば，知識の獲得
をテーマとする研究においては，保持テストに基づく
分析が必要であろう。そこで，本研究では，直後テス
トに加えて１週間後にもテストを行うことにした。

方　法

　実験参加者　実験参加者は大学生36名であった。彼
らを学習方法の異なる3条件へそれぞれ男子４名，女
子８名ずつ，無作為に配分した。
　実験計画　３×２×３の要因計画を用いた。第１
の要因はウチナーグチの学習方法についてであり，提
示される例文を見ながら学習する文提示条件，自分の
学習しやすい方法で自由に学習する自由条件，ウチ
ナーグチを用いた文を自分で作成しながら学習する文
作成条件を設けた。第２の要因はテスト時期の予告に
ついてであり，直後のテストを予告する直後条件と１
週間後のテストを予告する１週間後条件を設けた。第
３の要因はプライムとターゲットの関連性についてで

あり，プライム（ウチナーグチ）に対応する共通語が
ターゲットとして提示されるMR条件，プライムと
ターゲットの共通語が意味的に関連する SR条件，プ
ライムとターゲットの共通語が無関連なUR条件を設
けた。第１の要因のみ実験参加者間変数であった。
　材料　学習材料となるウチナーグチは，カタカナで
表記した２～５文字の語，48語を滝原（1986）から選び
用いた。学習セッションの文提示条件の例文には，ウ
チナーグチを含む２～５文節の文を用いた。それぞれ
のウチナーグチについてTable 1に示したような例文
を３文作成した。このウチナーグチ48語を12語ずつ４
ブロックに配分した。

Table 1　学習材料の例
 ウチナーグチ　共 通 語　　　　　　例　　文
 ナイムン　くだもの　八百屋にナイムンがたくさん並んでいる
 ナイムン　くだもの　ナイムンは食後のデザートによく食べる
 ナイムン　くだもの　タルトの上にナイムンがのっている

　語彙判断課題のターゲットにはカタカナ，ひらがな，
漢字で表記した２～５文字の共通語を用いた。そして
ウチナーグチ１語についてMR，SR，UR条件用の共
通語を１語ずつ（Table 2），またNO条件用の無意味
語２語をターゲットとして用意した。したがって語彙
判断課題に関しては，１ブロックはMR条件，SR条件，
UR条件がそれぞれ12試行，NO条件が24試行の計60
試行から構成されている。
　再認テストには，ウチナーグチとそれに対応する共
通語のセット（MR 条件）48対と，SR 条件48対，UR
条件48対を用いた。なお再認テストの SR 条件対，
UR条件対は語彙判断の時に用いた語とは別の語を用
いた。また語彙判断と再認テストで使われる SR条件
とUR条件への共通語の振り分けは実験参加者間でカ
ウンターバランスした。

　手続き　実験は個別的に行った。まず，練習試行と
してウチナーグチ６語の学習セッションと，その６語
に対する語彙判断課題を30試行行った。その後，ウチ
ナーグチ12語の学習セッションと，その12語に関する
語彙判断セッションを１ブロックとし，合計４ブロッ
ク実験試行を行った。各ブロックの学習セッションで
は，ウチナーグチは１語につき21秒提示した。なお，
文提示条件では，１文につき７秒間ずつ３文提示し

Table 2　語彙判断における刺激語対の例
　　　 条件　　　　プライム　　　　ターゲット 　
　　 MR条件　　　ナイムン　　　　くだもの 
　　 SR 条件　　　ナイムン　　　　 みかん   
　　 UR 条件　　　ナイムン　　　　おまもり　  
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た。学習セッションの後に３桁の数の逆算課題を30秒
間課した。その後語彙判断課題を行った。語彙判断は
１つの学習セッション終了ごとに行った。語彙判断の
試行については，まず凝視点（＋）を1000 ms 提示し，
100 ms のブランクをおいてプライムを100 ms 提示し
た。続けて100 ms のブランクをおいて，ターゲット
を1000 ms 提示した。ターゲットの提示は，実験参加
者のキー・プレスによって終了した。プライムに対す
る課題は黙読，ターゲットに対する課題は語彙判断と
した。語彙判断は，ターゲットが有意味語であれば右，
無意味語であれば左のスイッチを，できるだけ速くか
つ正確に押すことにより報告するように求めた。リス
ト内の提示順序はランダムにした。
　４ブロック終了後，全ブロックを対象に再認テスト
を行った。練習試行を６試行行った後，実験試行を
144試行行った。まず凝視点を1000 ms 提示し，ウチ
ナーグチと共通語の刺激語対を5000 ms 提示した。
ターゲットの提示は実験参加者のキー・プレスによっ
て終了した。共通語がウチナーグチの意味として正し
ければ右，正しくなければ左のスイッチを，できるだ
け速くかつ正確に押すことにより報告するように求め
た。刺激語対の提示順序はランダムにした。

結　果　および　考　察

　語彙判断について　語彙判断の RTを Figure 1に
示した。分散分析の結果，プライムとターゲットの関
連性の主効果（F（2,66）＝73.47，p<.001）とテスト時

期の予告×プライムとターゲットの関連性の交互作
用が有意であった（F（2,66）＝5.76，p<.005）。下位検
定の結果，テスト時期の予告の単純主効果は，SR条
件で有意であった（F（1,99）＝7.21，p<.01）。また，プ
ライムとターゲットの関連性の単純主効果は，直後条
件，１週間後条件のいずれにおいても有意であった
（それぞれ，F（2,132）＝36.49，p<.001；F（2,132）＝
49.23, p<.001）。直後条件におけるプライムとターゲッ
トの関連性の単純主効果について，Ryan 法に基づき
５％の有意水準で多重比較を行ったところ，MR条件－
SR条件間，MR条件－UR条件間で有意差が認められ
た（それぞれ，t（132）＝7.44；t（132）＝7.35）。また，
１週間後条件におけるプライムとターゲットの関連性
の単純主効果について，Ryan 法に基づき５％の有意
水準で多重比較を行ったところ，MR条件－UR条件
間，SR条件－UR条件間，MR条件－UR条件間で有
意差が認められた（それぞれ，t（132）＝9.91；t（132）＝
4.46；t（132）＝5.45）。つまり，１週間後条件では SR
条件の RTにプライミング効果が見られたが，直後条
件では見られなかった。
　ウチナーグチが学習され，共通語の既有知識のネッ
トワークに組み込まれていれば，プライムとしてウチ
ナーグチが提示されると，そのウチナーグチと意味的
に関連する共通語は活性化される。その結果，意味的
に関連する共通語がターゲットとして提示されると，
その語彙判断は促進される，つまりプライミング効果
が観察されることになる。このような結果は，１週間
後条件では学習したウチナーグチから，それと関連す

Figure 1  語彙判断課題の反応時間
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る共通語へ活性化が拡散するように，ウチナーグチが
既有知識へ組み込まれる学習がなされたが，直後条件
では活性化が拡散するような形では学習されなかった
ことを示唆している。
　テストに関する予期について，村山（2003）は，空所
補充型テストの予期が暗記方略の使用を促進し，意味
理解型方略の使用を低下させることを報告している。
本実験結果は，テスト時期の予告により，予告された
テスト時期に合わせた学習方略を実験参加者が用いる
ことを示唆している。すなわち，直後条件では既有知
識への組み込みが行われるような学習方略を用いな
かったと考えられる。
　再認テストについて　NO 判断である SR 条件と
UR条件のRTをFigure 2 に示した。分散分析の結果，
プライムとターゲットの関連性の主効果が有意であっ
た（F（1,33）＝55.47，p<.001）。また，学習方法×テス
ト時期の予告×プライムとターゲットの関連性の交
互作用に有意な傾向が認められた（F（2,33）＝2.85，
p<.10）。下位検定を行ったところ，SR条件対において，
学習方法×テスト時期の予告の単純交互作用が有意
であった（F（2,66）＝4.55，p<.05）。また，自由条件に
おいて，テスト時期の予告×プライムとターゲット
の関連性の単純交互作用が有意であった（F（1,33）＝
5.40，p<.05）。
　さらに，自由条件のSR条件において，テスト時期
の予告の単純・単純主効果が有意であった（F（1,66）＝
6.34，p<.05）。つまり，SR 条件の再認判断の RTは，
直後条件より１週間条件の方が遅かったのである。こ

れは，ウチナーグチと意味的に関連する語が活性化し
ていることにより，抑制効果が生起したものと考えら
れる。このことから，自由条件においては，直後条件
より1週間後条件の方が既有知識への組み込みが行わ
れるといえよう。
　プライミング効果に関しては，文提示－直後条件，
文提示－１週間後条件，自由－１週間後条件，文作成－
１週間後条件において有意であった（それぞれ，F
（1,66）＝15.60，p<.001；F（1,66）＝5.98，p<.05；F（1,66）＝
25.07，p<.001；F（1,66）＝8.97，p<.005）。語彙判断課
題では直後条件ではプライミング効果は認められな
かったが，文提示条件においては，再認時にプライミ
ング効果が生起するレベルまでウチナーグチが学習さ
れていたといえる。
　以上のように本実験において，学習方法の効果は明
確には見出せなかった。これは，ウチナーグチ１語に
つき21秒という学習時間に問題があるかもしれない。
つまり，文作成等の学習方略を用いるには短すぎたこ
とも考えられる。したがって，学習時間を長くしてさ
らに検討する必要があろう。また，今後の研究におい
ては，Kuhara-Kojima & Hatano （1991）, Recht & 
Leslie （1988）, Schneider, Korkel, & Weinert （1989）
などの研究が扱っている，学習者の能力との関連も検
討すべき課題となろう．

Figure 2  再認テストの反応時間
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